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会 議 録

会議の名称 令和４年度 第１回笠間市男女共同参画審議会

開 催 日 時 令和４年７月２２日（金） 午後１時３０分～３時３０分

開 催 場 所 笠間市役所２階 庁議室 事 務 局 市長公室秘書課

会議の公開

■ 公開 □ 非公開 □ 一部公開

＜非公開・一部公開とした場合の理由＞ 傍聴者数 なし

出 席 者

委 員：江田委員、森委員、中嶋委員、渡邉委員、仲田委員、田口委員、石川委

員、保坂委員、鈴木委員、井出委員

事務局：甘利課長、桑嶋係長、内藤

議 題

（１）令和３年度男女共同参画推進事業の実績について

（２）令和３年度重点的に推進した事業の実績について

（３）令和４年度重点的に推進する事業の計画について

（４）審議会等における女性委員の参画率について

（５）第４次男女共同参画計画の策定について

議 事 （審議経過及び発言内容）

１ 開会

２ 委嘱状交付

３ 市長あいさつ

４ 委員自己紹介

５ 会長、副会長の選任

６ あいさつ（会長、副会長）

７ 協議事項

（１）令和３年度男女共同参画推進事業の実績について

会 長 事務局から説明をしてください。

事務局 （資料に基づき説明）

会 長 意見や質問はありますか。

委 員 キラリかさまの認定をうけて、研修会への参加などを進めているがキャリアアップに

は時間を要する。今後も取り組みを進めていきたい。

（２）令和３年度重点的に推進した事業の実績について

会 長 事務局から説明をしてください。

事務局 （資料に基づき説明）

会 長 意見や質問はありますか。

委 員 女性の有資格者復職支援研修会について、研修の内容をいつでも見られるように動画配信

や DVDでの貸出しなどがあるとよいと感じる。研修では働いていない有資格者の就職の
斡旋なども行ったのか。

事務局 就職の斡旋は、市ではできないためあくまで復職のきっかけづくりの研修として開催した。

今年度は有資格者を対象とした研修を実施する予定はないが、ご意見は今後の事業の参考
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とさせていただく。

委 員 高校生のうちから将来について話が聞けるのは良いと思う。また、コロナ禍でなくてもオ

ンライン講座は参加のハードルが下がるので良い取り組みである。

（３）令和４年度重点的に推進する事業について

会 長 事務局から説明をしてください。

事務局 （資料に基づき説明）

会 長 意見や質問はありますか。

委 員 ダイバーシティ講演会について、オンラインでのライブ配信の予定はあるか。

事務局 現時点では会場参加のみ。ライブ配信の予定はない。

委 員 乳幼児をもつ家庭向けの防災講座を開催するとのことだが、障がい児をもつ家庭向けの防

災講座も開催していただけるとありがたい。

事務局 今後の講座開催にあたり、参考とさせていただく。

委 員 乳幼児を連れて講座に参加する場合はどのような形での受講となるのか。

事務局 講座の内容は検討中の段階だが、お子さんも会場で一緒に参加してもらうことを考え

ている。乳幼児のいる家庭を対象にしているが、出産を控えている方や地域の方に参

加していただくのも良いと考えている。

（４）審議会等における女性委員の参画率について

会 長 事務局から説明してください。

事務局 （資料に基づき説明）

会 長 意見や質問はありますか。

委 員 女性委員の参画率について、目標達成に向けての働きかけなど何か検討していること

はあるか。

事務局 市の部課長級が集まるような会議の場で審議会等の委員を選任する際には、人材バン

クを活用して選んでほしいという呼びかけを行っているが、参画率はのびていないと

いう状況である。

委 員 女性委員の参画がない審議会等の中で、主管課が秘書課となっているものが二つある

ようだが、この部分については、女性の参画は難しいという考えなのか。

事務局 公募をしても女性の方で手を挙げてくれる方がいない場合や、専門性が高く候補者と

なる女性が少ないということもある。

委 員 「女性の人材バンク」という名称が分かりにくいのではないか。

事務局 ご意見を今後の参考とさせていただく。

（５）第４次男女共同参画計画の策定について

会 長 事務局から説明してください。

事務局 （資料に基づき説明）

会 長 意見や質問はありますか。

※質問、意見特になし

８ その他

委 員 議会へもより多くの女性の参画、また幅広い年齢や職種の方が参画することで多様な人の
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意見を聞くことができると思う。

委 員 ダイバーシティ（多様性）は、インクルージョン（包摂）まで含めて価値のあるもの

である。多様性を包摂しなければならない。そういった社会を笠間市が目指してほし

い。

委 員 前回の計画策定時のアンケートの回収率が高いとはいえない。今回の計画策定にあた

ってアンケートの回収率をあげるよう工夫は行っているのか。

事務局 ホームページや SNS などでアンケートの回答について呼びかけを行っている。今回は

オンライン回答も併用したことで回収率が上がることを期待している。

委 員 アンケート結果に関しては、年代別の集計結果なども提示していただきたい。

事務局 事業者にアンケートの集計や取りまとめを委託しているので、年代別など、分かりや

すく結果を提示できるよう指示する。

９ 閉会


